2014年6月7日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第11章11～20節

・勉強：第4章10、11、12、13、16、17節
　バガヴァッド・ギーター第4章の要約を続けます。

神の化身(アヴァターラ)というコンセプトは日本人にはあまりなじみがなく、釈迦を尊敬していても彼を神の化身だと考える人はあまり多くないと思います。

いっぽうヒンズー教ではこのコンセプトは非常に影響力が大きく、またポピュラーです。
そのひとつの理由は、見たことも会ったこともない神をどうしたら愛せるかという問題に悩む人達にとって、このコンセプトは実践的な面で大いに助けとなるからです。
霊的な成長のためには神を愛することが必要ですが、普通の信者は神が存在するかどうかについてさえ確信が持てません。

ほとんどの信者は神のことが好きですが、好きであることと愛することは違います。

人は好きなものをいろいろ持っていますが、その中で好きというレベルを越えて本当に愛していると言えるのは、たとえば自分の妻子のようなごく特別な存在に限られます。
神を好きであっても、それが他にも数多くある好きなものの中のひとつであるようでは、霊的な実践は困難です。

信仰の道(バクティ・ヨーガ)は、働きの道(カルマ・ヨーガ)や識別の道(ギャーナ・ヨーガ)に比較すると実践が容易です。
何ひとつ自分のための見返りを求めず非利己的に働いたり、長時間の瞑想をしたりすることは困難です。

また聖典の勉強の時だけでなく、食事や世俗的な楽しみの間も絶えず実在と非実在を識別し続けることも困難です。我々に肉体意識が強い間はギャーナ・ヨーガの実践は困難です。

ギャーナ・ヨーガで重要なのは肉体意識ではなく、意識に対する意識、魂に対する意識です。
これらカルマ・ヨーガやギャーナ・ヨーガに比べると、バクティ・ヨーガ(信仰の道)の実践は、皆さん誰もが持っている感情を神に向けるだけよいので少し楽です。

人にとって自分の愛情をある対象に向けるということは、シンプルで自然な行為です。

そして神の化身を愛することは神を愛することと全く同じだという理解は、バクティ・ヨーガの実践をより容易にしてくれます。
このことはこれまでいろいろな例を使って説明してきました。

たとえば海に触れたいならあちこちの海岸に行かなくても、逗子、葉山、三浦、鎌倉どこか一か所の海岸で海水に触れれば、それは海に触れたことになります。
同様に神の化身であるイエス、釈迦、シュリ・ラーマクリシュナ、シュリ・クリシュナ、誰を愛しても結果は同じです。

神の化身についてのバガヴァッド・ギーターのこの教えは、バクティ・ヨーガの実践者にとってとても重要で有効なアイデアです。
日本人にはなじみの薄いアイデアかも知れませんが、国を問わず非常に論理的な教えなので、皆さんもこれに従ってください。

昔の日本ではコンピュータやインターネットはそれほど一般的ではありませんでしたが、今ではごく普通にみんなが利用しています。

ITのテクノロジーは西洋から来ましたが、神の化身を愛するというインドから来たこのコンセプトについても、皆さんどうか無視せずまたためらわず実践してください。話を進めます。

神の化身を理解するために我々にも準備が必要だという点に関連して、第4章10節を見てください。
執着と恐怖と怒りから離れ、全てを私に任せ、私に頼ることで清浄となり、過去の多くの人々は、修行と真の叡智とによって、私のもとへと到達した。
この最後の「私のもとへと到達した」という意味は、私(神)と同じ状態を得るということです。
神の状態とは絶対の真理・至福・知識・存在であり、信者がこの神の本性と同じ状態になるということです。
次の問題は、もし信者がここで言われている至高神(絶対の真理・至福・知識・存在)ではなく、それより下位の他の神々を礼拝、瞑想した時に結果はどうなるか、ということです。

至高神を礼拝した時には解脱がもたらされるということは、すでに説明しました。

至高神ではなく普通の神々を礼拝した時にはどうなるでしょうか。

たとえばインドではお金が欲しい人は、富の女神であるラクシュミーを礼拝します。

ラクシュミーを礼拝した時と至高神を礼拝した時では、どのような違いがあるでしょうか?
それについては、第4章11節を見てください。

私に身と心を委ねる程度に応じ、私はその帰依した人に報いていく。

プリター妃の息子(アルジュナ)よ!　人々は、あらゆる道を通って私のもとへとやってくる。

シュリ・クリシュナは次のように答えます。

「アルジュナよ! 人がいろいろ世俗的な目的のため他の神々を礼拝したとしても、私はそれらの神々を通して信者の願いを叶える。なぜならすべての神々は、私(絶対の真理)のひとつの現れに過ぎないのだから」

普通の考えでは神々と言う時、たくさんの神たちが存在することを意味します。
しかし真実はこれらの神々は別個の存在ではなく、至高神のいろいろな現れにすぎないのです。

皆さんはドイツ人哲学者マックス・ミュラー(Friedrich Max Müller)を知っていますか。

彼はイギリスに渡りオックスフォード大学で教鞭をとり、多くのヴェーダ聖典を最初にサンスクリットから英訳して出版しました。
彼は多くの神々はひとつの神の現れに過ぎないというこのアイデアを、Henotheismという英語で表現しました。(註1)
「人は特定の神を礼拝した結果世俗的な願いが叶えられたと思っているかもしれないが、実際にはその願いを叶えているのは私なのだ」とシュリ・クリシュナは言っているのです。

ポイントは二つあります。

外国人はインド人(ヒンズー教徒)が多種多様な神々を礼拝していると考えていますが、正確に表現するなら、ひとつの神の多様な現れを礼拝している、と言うべきです。

この11節が示唆するもう一つのポイントは、宗教間の調和という視点です。

神の化身、預言者、どれも同じひとつの神の異なる現れです。

「ラーマクリシュナの福音」の中で、シュリ・ラーマクリシュナは何度も例を挙げてこのことを説明していますが、シュリ・ラーマクリシュナの場合は単に頭だけで考えたことを言っているのではなく、実際の体験に基づいて語っています。

シュリ・ラーマクリシュナはヒンズー教のいろいろな宗派やイスラム教、キリスト教それぞれの教えに沿った実践を通して、それらの結果がすべて同じであることを確認しました。

「すべての道は私への道であり、すべての道の最終ゴールは私である」とクリシュナは言います。すべての宗教、神、神の化身はひとつの至高神の現れです。

第4章12節を見てください。

世の人々は、仕事の成功と果報を求め、さまざまな神々を拝んでそれを得ようと願う。なぜなら、そのようにすれば速くたやすく物質界の果報が得られるからである。

神(神の化身)を礼拝する目的は二つあります。

ひとつは悟り(解脱)であり、もうひとつは世俗的な願望たとえば金、名声、結婚、仕事など
です。

神を礼拝することによってこの二つの願いのうちどちらが早く叶えられるかと言えば、それは後者の世俗的な願望のほうです。

多くの人は悟りにはあまり興味がありません。

もし目の前に神が現れて「あなたは悟りたいですか?」と尋ねても、ほとんどは「後で考えます」とか、「生きている間ではなく死後に悟れるならお願いします」などと答えるでしょう。

神々はそれぞれ特別な力を持っています。

例えば自分の敵を殺したいときは、インドラ神を拝みます。

富を得たいときにはラクシュミー女神を拝みます。

成功を得たいならガネーシャ神を拝みます。

インドではビジネスマンのオフィスには、間違いなくガネーシャ神の像があります。

ビジネスマンはガネーシャを礼拝しますが、別に学者になりたいわけではないので、学問の神サラスワティー(弁財天)は関係ありません。
しかし著名な音楽家はみんなサラスワティーを礼拝します。

インドではサラスワティーは学問と音楽の神です。

皆さんの中には、江の島で琵琶を持った弁財天の像を見たことのある人もいると思います。
インドでは音楽家や学生はサラスワティーを礼拝します。

学生の中には全く勉強もせずに、サラスワティーの恩寵で試験にパスすることを期待する者もいます。

神々はそれぞれ固有の力があるので、各自の願望に応じて礼拝する神を選ぶのが早道なのです。

早道とは言ってもある程度の努力は必要ですが、神々の恩寵で願望実現は早まります。
これら世俗的な願望と違って、解脱の願望は簡単には叶えられません。

では解脱の願望を持つ人はいないのかと言えばそうではなく、現代インドでも解脱のためにすべてを放棄する人はけっこういます。

たとえばラーマクリシュナ僧団の僧の中には、非常な高給取り、医師、技術者、経営者などであったのに、その職を投げ捨てて出家した人達がいます。

そしてヒマラヤに行けば、今もすべてを捨てて解脱のために修行している人たちが見られます。

普通の快適な生活を捨てて出家した目的はただひとつ、解脱です。

しかしながらこの解脱は容易には達成できません。

次にシュリ・クリシュナは、人はなぜ解脱を願う人と世俗的なものを願う人とに分かれるのか、
また世俗的な願いの中でもその種類がなぜ学問、富、芸術、科学、経営、農業などというように人それぞれなのか、について説明します。
皆さんはインドのカースト制度について聞いたことがあると思います。

カーストには以下の四種類があります。

1 Brahmin       (ブラーミン)

2 Kshatriya　　 (クシャトリヤ)

3 Vaishya       (ヴァイシャ)

4 Shudra        (スードラ)

私はこれまでカースト制度についての質問をたくさん受けてきました。

たとえばよくある質問は、「インドではまだカースト制度が続いているのですか?」というものです。

もちろん現在もカーストは存在するのですが、以前に比べてその影響力は小さくなっています。

たとえば一番低いカーストの出身者でインドの大統領になった人がいます。

またごく最近の選挙で大多数の支持を得て首相になった人物も低いカーストの出身者で、彼は子供の頃お茶を売って生計を立てていました。またカースト間の結婚も増えています。

ではそのカーストの源はなんでしょうか。第4章13節を見てください。

人間生来の三性質とカルマに応じ、私は人間社会を四つに分け、四階層(カースト)を造ったが、しかし私自身は、不為、不動、不変の超越者であることを知るがいい。

神は気まぐれでカーストを造ったのではなく、そこにはひとつの基準がありました。
アメリカについて考えてみてください。

そこには白人、黒人の二つのカーストがあり、その基準はただ単に皮膚の色です。

南アフリカにはラーマクリシュナ・ミッションの支部があり、私も15年ほど前訪問したことがあります。

マハトマ・ガンジーはかつて南アフリカに滞在していたことがありますが、そのガンジーの信奉者でもあるネルソン・マンデラによって撤廃される前は、アパルトヘイト(人種隔離政策)が存在していました。

私が現地で聞いたその時代の苛烈な差別のエピソードをひとつ紹介すると、南アフリカの病院には白人の医師に交じってインド人の医師も勤務していたのですが、病院への入り口が白人医師は正面玄関、インド人医師は裏口というように別々に分けられていたそうです。

ここでも皮膚の色だけが差別の基準です。アメリカにはまた別のカーストがあります。

お金、すなわち富める者と貧しい者の二つのカーストです。

金持ちと貧しい人は居住地区も違い、互いに相手側のブロックに立ち入ることはありません。
そして宗教カーストによる差別の例としては、ヒトラーによる非キリスト教徒であるユダヤ人に対する迫害があります。

これまで例に挙げてきたカーストに比較すると、ヒンズー社会のカーストはとても論理的に考えられています。

シュリ・クリシュナは気まぐれではなく、個人のグナとカルマを基準にカーストを造りました。

個人の性格(性質)と彼がどのような働きを好むかに基づいて、四つのカーストに分けました。

覚えておいてほしいのはカーストがもともと生まれではなく、各個人の性質で決まっていたということです。

後になって変質しましたが、インドのカーストは最初とても自由な制度でした。
もともとは大変柔軟性のある制度だったのが、後になって生まれによってカーストが決まるというような硬直した制度になってしまいました。

皮膚の色やお金や宗教で決まるカーストに比べると、グナとカルマで決まるという本来とても論理的、合理的な制度だったのです。

聖典の勉強、教え、礼拝、儀式が好きで、神を愛し解脱を求める人はブラーミンのカーストに属します。

力強くて戦うことや支配することが好きな人はクシャトリヤのカーストです。

私はかつて大相撲を見たことがあり、曙、舞の海、水戸泉などの力士を知っています。

彼らもクシャトリヤであり、昔の日本では武士がこのカーストです。

ビジネス、投資、農業などが好きな人はヴァイシャのカーストです。
日本でも都会での仕事を辞め田舎に転居して農業を始める人がいますが、これはその人が自然や農業が好きなのであり、それがその人の性質なのです。

ビジネスに関していうと三井や住友のような日本の財閥もヴァイシャであり、インドにも同様な財閥はあります。
最後に人の世話をすることを好む人達は、スードラのカーストです。
そしてこれらのカーストをグナの観点から見ると、ブラーミンはほぼ100%サットワです。
ブラーミンという名称はブラフマンに由来しています。
ブラフマンのことが好きで、絶えずブラフマンのことを考えているのがブラーミンです。

しかしブラフマンに到達するのは大変難しいことであり、それは聖書の「山上の説教(垂訓)」の中でも語られています。

狐にはねぐらとしての穴が、鳥には巣がありますが、イエスには寝る場所も枕もありません。

(註2)
これはブラーミンの放棄の状態を表しており、本物のブラーミンにはその日の食事のあても、寝る場所のあてもありません。これがブラーミンは100%サットワであるという意味です。

クシャトリヤはサットワのパーセンテージが多いのですが、ラジャスもある程度あります。

ヴァイシャはラジャスが多くタマスも少しありで、スードラはほとんどタマスです。
これは私個人の意見ではなく、ある注釈者によるひとつの見解です。
人の願いはなぜ各人各様なのかという疑問に対する答えは、これまで述べてきたように「個人のグナとカルマがその原因となっている」ということです。

13節の最後にクリシュナは、「私はカーストを造ったがそれに執着していない」と言っています。(註3)

次に大事なポイントはカルマのコンセプトです。

カルマはバガヴァッド・ギーターの大きなテーマのひとつですが、カルマについての議論はアルジュナ個人の為すべきことについての葛藤が出発点となっています。

アルジュナはクシャトリヤ(戦士)のカーストですが、シュリ・クリシュナはアルジュナに対し、カルマというコンセプトを全体的な意味で理解するようにと教えます。

なぜならカルマについて普通の人はもちろん、賢い人でさえ時には混乱します。
カルマについてどのような混乱の可能性があるか、皆さんはどう思いますか?
皆さんは「どうしよう!」と溜息をついたことはありませんか?

「どうしよう!」という言葉が出るのは、皆さんが自分のカルマ(為すべきこと)について混乱していることにほかなりません。

例を挙げれば、あなたにどちらも大事な二つの仕事がある時、どちらから手を付ければいいのかその順番に迷うことはひとつの混乱です。
会社員が上司に命じられた仕事が非道徳的なものであった場合、道徳的でありたいと願っている部下は悩みますが、これも混乱です。
主婦は実家の両親が経済的に困窮している場合、夫にその援助を頼むかどうか悩みます。

夫の混乱は、自分の妻と生みの母のどちらを大切にするかであり、インドでは大きな問題ですが日本でも同じような問題があると思います。これらはとても現実的な混乱の例です。

僧侶の混乱(私個人の事ではありません)について、有名な例を挙げます。

僧侶として備えていなければならない性質のひとつは、正直さ(truthfulness)です。
悪人に追われた人がアシュラムに逃げ込んできましたが、そのすぐ後に彼を追って犯罪者も寺院にやってきて、彼が追いかけている人間はどこに隠れたのかと僧に尋ねました。
これに正直に答えた場合、逃げてきた人間は悪人に殺されてしまう可能性がありますが、嘘をつくことも僧としてのあるべき姿に反します。別の例を挙げます。
川で溺れかかっている女性を目撃した場合、女性に触れてはいけないとされている僧侶はその禁を破ってまで彼女を救うべきか否か?
友人の混乱の例は、友人から借金の依頼をされた場合、返済されない可能性があるからといって応じなければ、友人が離れてしまうかもしれない。どうしたらいいのか。
これまで挙げてきたのは、どれもカルマについての混乱の実際的な例です。

シュリ・クリシュナはアルジュナに対し、カルマについて基本的に理解するよう助言します。
ヒンズー教の聖典の中に次のような記述があります。

昔学校制度が整備されていなかったころ、若者は聖者のもとで個人的に勉強していました。
若者が学び終えて聖者のもとを去り社会に戻る時、聖者は彼を呼んで最後に次の言葉を送りました。

「もし今後あなたが自分の義務(カルマ)について混乱することがあったなら、ブラーミン(賢者)に相談しなさい」

日本もそうだったと思いますが、昔のインドでは経験豊富で善良な年長者に相談するという伝統がありました。

第4章16節を見てください。

活動(カルマ)とは何か?　無活動(アカルマ)とは何か?　賢者でもこれを定義するのに苦労するが、私は今ここで活動とは何かを君に説明しよう。これを知ることで君はあらゆる罪から解放される。
賢者ですら間違えることのあるカルマについて混乱することのないように、シュリ・クリシュナはアルジュナに対し、何がカルマで何がアカルマ、そして何がヴィカルマであるかを理解するよう助言します。

カルマという表現はよく使われますが、アカルマ、ヴィカルマはバガヴァッド・ギーターで定義されている興味深いアイデアです。
カルマ(Karma)            :なすべきこと

アカルマ(Akarma)　　　   :無行為

ヴィカルマ(Vikarma)      :してはならない行為

17節を見てください。

為す活動(カルマ)も、為すべからざる活動(ヴィカルマ)も、為さぬ活動(アカルマ)も、それぞれの真相をしっかりと学ばなくてはならぬ。何故なら、活動の諸相は、実に不可思議で理解しがたいからである。
皆さんはギャーナ・ヨーガを実践しているわけではなく働いているので、カルマについての理解は重要なのですが、カルマについて深く考えている人はあまり多くありません。
ここで言うカルマについて深く考えるとは、頭を使って仕事をうまくやり遂げる、という意味ではありません。

カルマとは何か、カルマに対する態度、何を考えながらカルマを行うか、何の目的でカルマを行うか、カルマの結果は何か、などについて考えることであり、技術的なことを言っているのではありません。

(註1)Henotheism
単一神教
単一神教（たんいつしんきょう、henotheism） は、一柱の神を信仰する信仰、宗教の形態。同じ一神教でも唯一神教が他の神々の存在を認めないのに対し、単一神教は他の神々の存在を前提とし、その中の一柱を主神として特に崇拝する。パンテオンの中に主神に従属的な神々を認める点で、他宗教の神々の存在は認めるものの自己が崇拝する対象の中に他の神を持たない拝一神教とも異なる。

単一神教はインドのヴェーダの信仰をモデルにフリードリヒ・マックス・ミュラーによって「多神教の実態と一神教の原則」を併せ持つ信仰形態として概念化された。

多神教における主神への崇拝との相違は、まず、パンテオンとしての神々の体系、相互関係がスタティックに確定していないことである。祭儀や、祭祀集 団によって、主神は交替し、その際、他の神々は二次的な位置に格下げされ、それらの伝承は相互に矛盾する場合もある。主神になりうる主要な神々の間の関係 について、確定した教義はなく、それぞれの場合に、それぞれが、唯一絶対の根源的な神のように扱われる。シヴァ、インドラ、ヴィシュヌなどが典型である。

henotheism

【名詞】

単一神教《多数の

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E7%A5%9E%E3%81%AE" \o "神のの英語" 神の

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E5%AD%98%E5%9C%A8" \o "存在の英語" 存在を認めたうえで一

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E7%A5%9E" \o "神の英語" 神

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%92%E5%B4%87%E6%8B%9D%E3%81%99%E3%82%8B" \o "を崇拝するの英語" を崇拝する》

	印欧語

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E6%A0%B9" \o "根の英語" 根

	dhēs-
	宗教的な

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E6%A6%82%E5%BF%B5" \o "概念の英語" 概念

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%92%E8%A1%A8%E3%81%99" \o "を表すの英語" を表す

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E5%8D%B0%E6%AC%A7%E8%AA%9E" \o "印欧語の英語" 印欧語

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E6%A0%B9" \o "根の英語" 根。おそらく

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E8%AA%9E%E6%A0%B9" \o "語根の英語" 語根

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/dh" \o "dhの意味" dhē-の拡張。festival

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%81%AE" \o "などのの英語" などの

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E7%94%B1%E6%9D%A5" \o "由来の英語" 由来

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6" \o "としての英語" として、祝祭。fair

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%AF%E3%82%82%E3%81%A8" \o "はもとの英語" はもともと聖人

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E7%A5%AD" \o "祭の英語" 祭

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%AE%E5%89%8D" \o "の前の英語" の前

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E5%BE%8C%E3%81%AB" \o "後にの英語" 後に

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E9%96%8B%E3%81%8B%E3%82%8C%E3%82%8B" \o "開かれるの英語" 開かれる

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8B%E3%82%89" \o "ことからの英語" ことから。
	

	sem-
	「…といっしょに」「一つになって」など、1の意

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%92%E8%A1%A8%E3%81%99" \o "を表すの英語" を表す

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E5%8D%B0%E6%AC%A7%E8%AA%9E" \o "印欧語の英語" 印欧語

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E6%A0%B9" \o "根の英語" 根。重要な

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E6%B4%BE%E7%94%9F%E8%AA%9E" \o "派生語の英語" 派生語は、same, simple, someなど。
	


monotheism

音節mon・o・the・ism 発音記号/mάnəθiːìzm｜mˈɔn‐/
【名詞】【不可算名詞】
一神教[論] 《キリスト教・イスラム教

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AB" \o "のようにの英語" のように

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E7%A5%9E" \o "神の英語" 神は唯一

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E3%81%99%E3%82%8B" \o "とするの英語" とする

 HYPERLINK "http://ejje.weblio.jp/content/%E5%AE%97%E6%95%99" \o "宗教の英語" 宗教; cf. polytheism》.

polytheism

音節pol・y・the・ism 発音記号/pάliθiːìzm｜pˈɔl‐/
【名詞】【不可算名詞】
多神論; 多神教 (cf. monotheism).

(註2)マタイ8章20節
20 イエスは言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所もない。」 
(註3)カーストの問題点
カーストはもとは合理的な制度だったのですが、時代が経つにつれいろいろな弊害が現れてきました。その中でも問題となるのがカーストが持つ特権です。

一番大きな特権を持つのがブラーミンであり、クシャトリヤはブラーミンほどではありませんがある程度の特権を持ち、ヴァイシャやスードラにはあまり特権がありません。

ここで問題となるのは、ブラーミンの家に生まれたというだけでブラーミンの性質を持っていなくても、その特権が手に入るということです。

近代のカースト制度には多くの問題があったので、スワミ・ヴィヴェーカーナンダはこれを痛烈に批判しました。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダはブラーミンではなく、クシャトリヤのカーストでした。

聖典の中にもいろいろな考えがありますが、聖典によってはブラーミンのカーストでなければ僧にはなれないというものもありました。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダがアメリカで成功をおさめ有名になり帰国した後、その祝賀式典が各地で企画され、首都カルカッタでの式典でブラーミンのカーストに属する高等裁判所の判事がその議長役を依頼されました。

しかしこの人物はスワミ・ヴィヴェーカーナンダがブラーミンのカーストではなく、ブラーミン以外のカーストの人間を僧として認めるのは自分の信念に反すると言って、その依頼を断りました。

社会的地位のあるこのような人物も、スワミ・ヴィヴェーカーナンダのような悟った人に対してさえ、カーストに関するこれほどの迷信(偏見)を持っていたのです。
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